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【鶴岡市こども環境かるた大会】
「リサイクル　できれば地球が　喜ぶよ」。
楽しく遊びながら環境問題について学ぶ
かるた大会。小学生2人１組の24チー
ムが参加し熱戦を繰り広げました。
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雛を体験してみませんか

ひなまつり顔出し看板

▲

共通　 問合せ　本所観光物産課☎内線566

お雛菓子づくり
　

　時間　午後１時～３時
　料金　１個200円
　その他　別途入館料が必要な施設があります

へんしん！かわいいおひなさま
　小学校低学年ぐらいまでのお子さんを対象にした着
付け体験です。簡単に本格的なお雛様の姿になること
ができます。
　

鶴
岡
の

　
お
雛
さ
ま

［特集］

　

　
　
　

　

ヴァー）　11日○日…丙申堂　21日○水…龍の湯　25
日○日～４月３日○火…致道博物館
その他　別途入館料が必要な施設があります。写真
を撮った方に雛人形のポストカードプレゼント

期日・会場　３月３日○土・４日○日午前10時～午後
４時…つるおか食文化市場FOODEVER（フーデェ

期間　３月１日○木～４月３日○火（施設によって若干
異なります）
会場　フーデェヴァー、荘内神社、庄内観光物産館、
酒田駅、庄内空港
その他　写真を撮った方に雛人形のポストカードプ
レゼント

期日・会場　３月４日○日…致道博物館　11日○日…
丙申堂　18日○日…龍の湯　25日○日…
三井家蔵座敷　４月１日○日…旧白幡邸

　

雪
に
囲
ま
れ
た
冬
に
よ
う
や
く

終
わ
り
が
見
え
て
き
た
頃
、
人
々

に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桃
の
節
句
。

女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
と
幸
せ

を
祈
り
、
各
家
庭
で
は
昔
か
ら
、

お
雛ひ

な

様
が
飾
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

城
下
町
と
し
て
長
い
歴
史
が
あ

る
鶴
岡
に
は
、
古
い
雛
人
形
や
雛

道
具
が
今
も
な
お
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
鶴
岡
に
伝
わ
る
お
雛
様
の

特
徴
は
、
江
戸
時
代
に
北
前
船
で

京
都
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
と
、
参

勤
交
代
な
ど
で
江
戸
か
ら
運
ば
れ

た
も
の
の
両
方
が
残
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
時
代
が
移

り
変
わ
っ
て
も
、
代
々
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る「
鶴
岡
雛
物
語
」。
今
年
も
、

市
内
各
地
で
お
雛
様
が
展
示
さ
れ
、

み
や
び
な
世
界
を
た
ん
の
う
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
春
は
鶴

岡
の
お
雛
様
に
会
い
に
出
掛
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
■
問
合
せ　

本
所
観
光
物
産
課

　

☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
６
６



3 広報つるおか　2018 . 3

お
雛
様
は
歴
史
を
伝
え
る
生
き
証
人致道博物館　理事

酒井天美 氏

　

お
雛
様
を
飾
る
と
、
長
い
冬
が
終
わ
っ
て
、
新
し

い
こ
と
が
始
ま
り
動
き
だ
す
春
が
や
っ
て
来
た
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。
世
の
中
が
平
和
だ
と
、
お
雛
様
を

飾
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
起
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
雛
祭
り
は
、
家
族
み
ん
な
が
平
穏
無
事
に

一
年
間
暮
ら
せ
た
幸
せ
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
も
あ

り
ま
す
。

 

「
鶴
岡
雛
物
語
」
は
今
年
で
二
十
四
回
目
を
迎
え
ま

す
。
致
道
博
物
館
で
は
、
恒
例
の
酒
井
家
伝
来
の
雛

人
形
や
雛
道
具
、
伝
統
の
お
雛
菓
子
に
加
え
、
特
別

展
示
も
行
い
ま
す
。
大
判
の
見
事
な
錦
絵（
浮
世
絵
）

と
、「
古
今
雛
」の
様
式
を
完
成
さ
せ
た
伝
説
の
名
工
・

二
代
原
舟
月
の
高
さ
五
〇
㎝
を
越
え
る
大
き
な
雛
人

形
の
展
示
で
す
。

　

各
会
場
で
展
示
す
る
お
雛
様
も
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が

あ
り
ま
す
が
、
職
人
さ
ん
の
技
術
は
本
当
に
す
ば
ら

し
い
で
す
ね
。
お
雛
様
に
出
会
う
こ
と
で
、
本
や
テ

レ
ビ
を
通
し
て
し
か
知
ら
な
か
っ
た
公
家
や
武
家
の

生
活
な
ど
を
、
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
雛
様
は
私
た
ち
に
歴
史
を
伝
え
て
く
れ
る
生
き
証

人
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
市
内
各
所
で
顔
出
し
看
板
を
設
置
し

た
り
、
お
子
さ
ん
の
着
付
け
体
験
を
開
催
し
た
り
と
、

様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
巡
り
歩

い
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

こちらの会場でもお雛様が展示されます

日時　３月24日○土までの午前６時～午後10時（３
月８日○木は午後５時から）
問合せ　長沼温泉ぽっぽの湯☎64‐4126

　あつみ温泉各旅館、商店などでお雛様が展示されま
す。展示施設を巡るスタンプラリーも開催。
　日時　３月１日○木～31日○土午前９時～午後４時
　問合せ　あつみ観光協会☎43‐3547

致道博物館「御隠殿」 致
ち は く

道博物館で雛祭り

荘内神社「宝物殿」 城下町の雛物語

旧風間家住宅「丙申堂」 丙申堂のひな祭り

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

龍の湯「蔵ギャラリー・氷室」 温泉宿のひな祭り

三井家「蔵座敷」 三井家のおひなさま

湯田川温泉「旧白幡邸（長福寺集会所）」 旧白幡家のおひな様

つるおか雛めぐり お雛はん魅さへ～

湯野浜温泉雛めぐり

鶴岡雛物語 　何度も使えてお得な「雛めぐり共通割引券」を各会場、
観光案内所、本所観光物産課で配布。鶴岡市観光連盟ホー
ムページからダウンロードもできます。着物で来場した
方は、入場料が半額になります。

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

雛雛雛雛雛はははははんんんんん

日時　３月１日○木～４月 3日○火午前９時～午後４
時30分
料金　大人700円、学生380円、小・中学生280円
問合せ　同館☎22‐1199
その他　３月10日○土・11日○日に林直輝氏（日本人
形玩具学会理事）のスペシャルトークを開催

日時　２月24日○土～３月25日○日午前９時30分～午後
４時30分
料金　大人300円、中学生・高校生200円、小学生
100円
問合せ　同神社☎22‐8100

日時　３月１日○木～31日○土午前９時30分～午後４
時
料金　大人400円、高校生300円、小・中学生200
円
問合せ　克念社☎22‐0015

日時　３月１日○木～４月 1日○日午前９時30分～午
後４時（水曜日休み）
料金　大人400円、小・中学生、高校生200円
問合せ　三井蔵部☎24‐9122

日時　３月１日○木～４月３日○火午前９時～午後４時
30分
料金　大人400円、高校生・大学生300円、小・中学
生200円 (400円追加で500円分の館内食事券付き
セットを購入できます）
問合せ　龍の湯☎75‐2241

日時　３月１日○木～４月１日○日・７日○土・８日○日午
前９時～午後３時
料金　大人350円、小・中学生200円
問合せ　湯田川温泉観光協会☎35‐4111

日時　３月１日○木～４月３日○火（店舗によって公開
期間・時間、定休日が異なります）
問合せ　鶴岡商工会議所☎24‐7711

期間　各旅館によって異なります
問合せ　湯野浜温泉観光協会☎75‐2258

　商店街を中心に、のぼりのあるお店で雛人形が展示
されます（入場無料）。先着700人にオリジナル手拭
いをプレゼントするスタンプラリーも開催。

　湯野浜温泉各旅館で伝統的なお雛様が展示されます
（入場無料〈「龍の湯」を除く〉）。

長沼温泉 ぽっぽの湯のひなかざり あつみ温泉 湯のまち人形めぐり
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転入・転出の手続き／国保・国民年金の手続き

対象者 異動手続きに必要なもの（必ず印鑑をお持ちください） 窓　口転出するとき 転入したとき 市内で転居したとき

国民健康保険ま
たは後期高齢者
医療に加入して
いる方、福祉医
療証をお持ちの
方

○国民健康保険証
○国保限度額適用・標準負
　担額減額認定証
○国保高齢受給者証
○後期高齢者医療保険証
○後期高齢者医療限度額適
　用・標準負担額減額認定
　証
○国保または後期高齢者医
　療特定疾病療養受療証
○重度心身障害（児）者医療
　○身・子育て支援医療○子・
　ひとり親家庭等医療○親の
　医療証

○世帯主の印鑑
○健康保険証
○所得・課税証明書
○後期高齢者医療の負担区
　分証明書（県外からの転
　入の場合で、前に住んで
　いた市区町村で発行され
　たもの）
※○身・○子・○親の該当要件は
　市区町村で異なります。
　詳しくは窓口へ。

○国民健康保険証
○国保限度額適用・標準負
　担額減額認定証
○国保高齢受給者証
○後期高齢者医療保険証
○後期高齢者医療限度額適
　用・標準負担額減額認定
　証
○○身・○子・○親の医療証
※世帯内変更で、世帯主ま
　たは続柄が変わったとき
　も同じ。

本所国保年金課

○国保医療担当
…☎内線124

○後期高齢者医
　療担当
…☎内線126

【共通】○対象者及び世帯主のマイナンバーカードまたは通知カード、本人確認書
　　　　  類（詳しくは市HP「国保の手続き」をご覧ください）
※届出によっては世帯主の印鑑（認印）が必要な場合あり（シャチハタ印等は不可）。

国民年金に加入
している方

【共通】○年金手帳 本所国保年金課
☎内線113○年金証書 ○年金証書

介護保険証をお
持ちの方 ○介護保険証

○前に住んでいた市区町村
　で発行された介護保険証
　（住所地特例施設に入所される方）

○介護保険証 本所長寿介護課
☎内線187

児童手当を受給
している方 ○受給者の印鑑

○受給者の印鑑
○預金通帳
○健康保険証
○マイナンバーカードまた
　は通知カード

届出は不要です
本所

子育て推進課
☎内線151

児童扶養手当を
受給している方

【共通】○児童扶養手当証書
○マイナンバーカードまた
　は通知カード

障害者手帳等、
自立支援医療受
給者証、障害福
祉サービス受給
者証をお持ちの
方

特になし
※新住所地に変更の届出を
　してください。

○健康保険証
○所得・課税証明書
○身体障害者手帳
○療育手帳
○精神障害者保健福祉手帳
○自立支援医療受給者証
○マイナンバーカードまた
　は通知カード

○身体障害者手帳
○療育手帳
○精神障害者保健福祉手帳
○自立支援医療受給者証
○障害福祉サービス受給者証
○マイナンバーカードまた
　は通知カード

本所福祉課
☎内線137

犬を飼っている
方

特になし
※新住所地に鑑札をお持ち
　の上、変更の届出をして
　ください。

○前住所地での鑑札
※鑑札を紛失の場合は、再
　交付扱いとなり、1,600
　円の手数料が必要です。

お持ちいただくものはあり
ませんが、届出が必要です

健康課
（にこ♥ふる）
☎内線362、
☎25‐2731

▼その他の必要な手続き（各地域庁舎市民福祉課でも手続きができます）

※国保加入と同時に、市外へ転出し
　ている学生も国保に加入する場合
　は、在学証明書と住所を確認でき
　る書類の提出が必要です。

●進学で市外へ転出したとき
▼必要なもの
・国民健康保険証
・在学証明書（入学前の場合は、合
　格通知書で手続きができますが、
　後日、在学証明書の提出が必要）

※学生用の保険証の有効期限が切れ
　る場合は、期限の延長や資格をな
　くす手続きが必要です。

国民年金の手続き
■問本所国保年金課☎内線113または
　各地域庁舎市民福祉課へ

●職場の厚生年金や共済組合に加入したとき
▼必要なもの
・職場の健康保険証

・印鑑
・年金手帳

●職場の厚生年金や共済組合を離脱したとき
▼必要なもの
・健康保険・厚生年金保険資格等喪
　失連絡票
・印鑑
・年金手帳
※扶養している配偶者（60歳未満）
　がいる方は併せて届出が必要です。
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転入・転出手続きガイド

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

進学や就職、転勤などで引っ越しが多くなるこれから
の季節。忘れずに転入や転出の手続きをしましょう。

国民健康保険と国民年金の切替え手続き ※このほかの場合は
　本号９・10ページ。

　就職、転職、離職等をした方は、
次の場合に手続きが必要です（対象
者及び世帯主〈国民年金の場合は不
要〉のマイナンバーカードまたは通
知カード、本人確認書類が必要）。

国民健康保険の手続き
■問本所国保年金課☎内線124または
　各地域庁舎市民福祉課へ

●職場の健康保険に加入したとき
▼必要なもの
・国民健康保険証
・国保高齢受給者
　証
・職場の健康保険
　証
・福祉医療証

●職場の健康保険を離脱したとき
▼必要なもの
・健康保険・厚生年金保険資格等喪
　失連絡票
・世帯主の印鑑
・福祉医療証
※国保加入日は、職場等の健康保険
　を離脱した日です。

市役所への届出
　引っ越しの際は、住民異動届（転
入・転居・転出）の提出が必要です。　
　手続きの際は、異動届を提出する
（窓口に来庁する）方の本人確認書
類をご提示ください。
※本人確認書類…運転免許証または
　マイナンバーカード（個人番号カ
　ード）等。
■問本所市民課☎内線111または各地
　域庁舎市民福祉課へ

●転出するとき
　本市から他の市区町村へ引っ越す
場合、転出証明書を発行します。
　転出予定日の14日前から手続き
ができます。
▼必要なもの
・印鑑登録証（登録をしている方）
・マイナンバーカード（お持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入して
　いる方）
・年金手帳（お持ちの方）
・介護保険証（お持ちの方）
※新住所地に引っ越した日から14
　日以内に転入手続きをしてくださ
　い。

●転入したとき
　他の市区町村から本市に引っ越し
た方は、住み始めた日から14日以
内に手続きをしてください。

▼必要なもの
・前に住んでいた市区町村からの転
　出証明書
・マイナンバーカードまたは通知カ
　ード
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カードまたは外国人登録証
　（外国籍の方）
・世帯主の印鑑（国民健康保険に加
　入する方）
・後期高齢者医療保険の負担区分証
　明書（県外からの転入の場合で、
　前に住んでいた市区町村で発行さ
　れたもの）
・年金手帳（お持ちの方）、年金証
　書（年金を受給している方）
・前に住んでいた市区町村で発行さ
　れた介護保険証（住所地特例施設
　に入所される方）

●市内で転居したとき
　転居した日から14日以内に届出
をしてください。
▼必要なもの
・マイナンバーカードまたは通知カ
　ード
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カードまたは外国人登録証
　（外国籍の方）
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入して
　いる方）
・年金手帳（お持ちの方）、年金証
　書（年金を受給している方）
・介護保険証（お持ちの方）

●世帯内に変更があったとき
　世帯主が変わるなど、世帯の中で
変更があった場合、14日以内に届出
をしてください。
▼必要なもの
・国民健康保険証（世帯で加入して
　いる全員分）

上下水道部への届出
　水道を使わなくなっても、届出を
しないと、引き続き水道料金がかか
ります。引越しの際、次のような場
合は届出が必要です。
▷水道を使用しなくなるとき
▷新たに水道を使用するとき
▷使用者、所有者が変わるとき
※ ３日前（土曜・日曜日、祝日を除
く）までにご連絡ください。

※ 所有者変更以外は、電話で届出が
できます。

※ 料金のお支払いは口座振替をお勧
めします。なお、市内または三川
町内に転居し、引き続き同じ金融
機関の口座振替を希望する場合
は、併せてご連絡ください。

■問 上下水道部お客さまセンター☎
23‐7609

以上のような異動届のほか、福
祉医療や児童手当等の届出も必
要です。手続きをしないと、給
付を受けられなくなることがあ
るので、受給している方は、右
ページの表をご覧の上、忘れず
に手続きをしてください。
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マリカ駐車場をご利用ください
■問本所都市計画課☎内線493　

　鶴岡駅前にあるマリカ駐車場は約760台の駐車ス
ペースがあり、マリカ東館1階のつるおか食文化
市場FOODEVER、鶴岡駅の利用をはじめ、駅前近
郊での用事の際に使いやすい立地となっています。
天気が悪いときも快適に駐車でき便利です。ぜひご
利用ください。

■住所　市内末広町15番12号
■時24時間営業
■費 ３時間まで無料（３時間
を超える場合は30分ご
とに100円加算）

※１日最大800円。
■他 車両高さ制限2.1ｍ。ク
レジットカード不可

駐車場

■月極契約もできます

■費月額5,700円
　詳しくは鶴岡市開発公社☎22‐9069にお問合せ
ください。

鶴岡市市民便利帳協働発行事業者を募集します
暮らし

■申本所総務課☎内線316

　各種行政サービスの利用手続や公共施設の案内、市
民の暮らしに役立つ情報等を掲載した鶴岡市市民便利
帳を作成するため、協働発行事業者を募集します。
　募集要領や市民便利帳の詳細は市ＨHPをご覧ください。

■市民便利帳の概要
①発行時期　平成30年７月下旬（予定）
②発行部数　約５万7,000部（全戸配付用、転入者用）
③規格等　　Ａ４判・約150ページ・全ページ４色刷
　　　　　　り（フルカラー）
④掲載情報　行政情報（市の概要、窓口・手続き、公
　　　　　　共施設案内等）、地域情報、広告等

■選定方法
①公募型プロポーザルで募集
②市が設置する選定委員会で提案書等を審査
③最も評価が高い者を協働発行事業者として決定

■プロポーザルのスケジュール（抜粋）
公募開始　　　　　３月１日○木

質問受付期限　　　３月８日○木
参加申込受付期限　３月20日○火
資格審査結果通知　３月26日○月
提案書等提出期限　４月２日○月
選定結果通知　　　４月上旬（予定）

■注意事項
※ 協働発行事業者は企画、編集、印刷、製本及び配付
に係る一切の業務を行うものとし、その際、市と十
分協議し、市の承認を得なければならない。
※ 制作から配付まで発行に要する一切の費用は、協働
発行事業者が負担するものとし、市は一切の費用を
負担しないものとする。
※ 協働発行事業者は紙面の30%以内の範囲で広告を
掲載できるものとし、その広告の掲載により得られ
る収入は協働発行事業者に帰属するものとする。
※ 広告主の募集・広告の制作等は、協働発行事業者が
行うものとし、広告掲載の取扱いについては、鶴岡
市広告掲載要綱の規定を遵守する。

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

鶴岡駅

○Ｐマリカ東館

マリカ駐車場

マリカ西館 入口入入入入入入入入入入←

出口出出
↑

駅前広場

交番

（１階～５階及びマリカ東館４階～６階）
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平成30年４月から国民健康保険制度が変わります
国民健康保険

　国民健康保険制度は、日本の国民皆保険の基盤です。その運営は被保険者の皆さんの納める保険料
で行われています。この10年で国民の医療費は1.3倍（2005年33.1兆円→2015年42.3兆円）になり、
団塊の世代が全員75歳以上になる2025年には、61.8兆円にも上る見込みです。高齢化に伴う医療費・
保険料負担の増加等の課題に対応し、将来にわたって国民皆保険を守り続けるため、都道府県も国民健
康保険制度を担うことになりました。

■被保険者の利便性向上・負担軽減
　被保険者証と高齢受給者証が1枚になります
　 　平成30年８月の一斉更新で、新しい被保険者
証等に「山形県」が表記されます。また、これ
まで被保険者証と高齢受給者証（70歳以上の方）
は分かれていましたが、被保険者証に高齢受給者
の負担割合（１割～３割）が表記され、被保険者
証１枚で済むようになります。

　※ 現在お持ちの被保険者証と高齢受給者証の有効
期限は７月31日○火です。８月１日○水から使用
する新しい被保険者証は７月末までにお送り
します。

　高額療養費の通算方法が変わります
　 　県内の市町村間で転居した場合、転居前と同じ
世帯であることが認められるときは、高額療養費
の上限額支払回数が通算され、該当する被保険者
の高額療養費の自己負担限度額が軽減されます。
　※ 同じ世帯と認められるとき…世帯異動の前後で
世帯主に変更がない世帯、または同一世帯内で
世帯主を変更した世帯。

◎ 今回の制度改正によって加入者の負担軽減が図ら
れるよう、国保税率の見直しを検討しています。

■問本所国保年金課☎内線173または各地域庁舎市民福祉課へ

・財政運営の責任主体
・国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
    広域化を推進
・市町村ごとの標準保険料を算定・公表
・保険給付費等交付金の市町村への支払い

山形県

・国保事業費納付金を県に納付
・公表標準保険料率等を参考に保険料率を決定
・資格を管理（被保険者証等の発行）
・保険税の賦課・徴収
・保険給付の決定・支給
・保健事業の実施

鶴岡市

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

■都道府県と市区町村の主な役割分担

　国民健康保険は、国民皆保険の最後の砦です。持続可能な社会保障制度の確立を図るため、制度見直しに
ご理解、ご協力をお願いします。

○見直しの柱

　この見直しによって、国民健康保険財政の健全化
が図られます。また、都道府県と市区町村が協力す
ることで、より効率的で安定した国民健康保険制度
の運営が行われます。

○見直しによる主な変更点

　■保険者の変更
　 　国民健康保険の財政運営が
県内市町村と山形県の共同運
営となります。
　※ 保険税の納付先や保険給付
の申請、各種届出の窓口は
引き続き鶴岡市です。

・都道府県と市区町村がともに国民健康保険
　の保険者（共同運営）となり、それぞれの
　役割を担います。
・共同運営に合わせ、1,700億円規模の財政
　支援（公費拡充）を行います。
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の
う
ち
住
宅
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
電
灯
・

電
話
等
の
配
線
」が
３
件
、次
い
で「
こ
ん
ろ
」

「
放
火
」
が
各
２
件
で
す
。 

▽
住
宅
用
火
災

警
報
器　

定
期
的
に
掃
除
・
点
検
し
、
本
体

は
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

▼
救
急
出
動
件
数
は
１
日
平
均
15
・
８
件

救
急
出
動
件
数
は
５
、
８
０
３
件
で
、
前
年

よ
り
２
２
３
件
増
で
す
。
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
た
人
員
は
５
、
４
２
６
人
で
前
年
よ
り
１

４
４
人
増
で
す
。
搬
送
の
事
故
種
別
で
は
、

「
急
病
」
が
３
、
７
５
５
人
で
全
体
の
69
・

２
％
を
占
め
、
次
い
で
「
一
般
負
傷
」
が
６

６
８
人
、「
転
院
搬
送
」
が
５
０
２
人
で
す
。

年

出
火
件
数

（
う
ち
住
宅
）

救
急
出
動
件
数

Ｈ
25

54
（
20
）

５
、６
７
２

Ｈ
26

49
（
11
）

５
、８
８
２

Ｈ
27

46
（
10
）

５
、６
７
７

Ｈ
28

36
（
15
）

５
、５
８
０

Ｈ
29

47
（
16
）

５
、８
０
３

■問
消
防
本
部
☎
22
‐
８
３
３
０

福
祉
・
年
金
・
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
率
等
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
、

医
療
費
な
ど
の
推
計
を
基
に
、
２
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
・
31
年

度
の
保
険
料
率
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
所
得
割
率　

８
・
０
１
％　

■
均
等
割
額

４
万
１
、
１
０
０
円　

■
賦
課
限
度
額　

年

62
万
円　

■
均
等
割
保
険
料
軽
減
対
象
の
拡

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市
政

市
役
所
本
所
市
民
課
の
窓
口
を
休

日
開
設
・
平
日
時
間
延
長
し
ま
す

　

３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
は
住
所
変
更
に
関

す
る
手
続
き
で
市
民
課
の
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
窓
口
を
休
日
開
設
・
平
日
時
間
延

長
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
休
日
開
設　

３
月
25
日
○日
・
31
日
○土
、
４

月
１
日
○日
・
７
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

▼
平
日
時
間
延
長（
午
後
７
時
ま
で
）　

３
月

26
日
○月
〜
30
日
○金
、
４
月
２
日
○月
〜
６
日
○金　

▼
取
扱
い
業
務　

住
民
異
動
手
続
き
に
関
す

る
届
出
、
印
鑑
登
録
、
戸
籍
・
住
民
票
・
印

鑑
・
所
得
・
課
税
等
の
各
種
証
明

▼
取
扱
い
で
き
な
い
業
務　

住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
転
入
や
海
外
か
ら
の
転
入
の
届
出
、
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
手
続

き
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
や
広
域

交
付
住
民
票
発
行
等
）、
電
子
申
請
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
船
員
手
帳
、
納
税
証
明

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
各
種
証
明
書

を
取
得
で
き
ま
す

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
１
１

住
民
票
の
写
し
等
の
各
種
証
明
書
を
持
ち
帰
る
た
め
に
使
用
す
る 

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒 

寄
附
者
募
集

■
規
格
・
予
定
数
量　

①
角
型
２
号
程
度

（
Ａ
４
判
の
用
紙
が
入
る
大
き
さ
）
…
７
万

枚　

②
角
型
６
号
程
度
（
Ａ
５
判
の
用
紙
が

入
る
大
き
さ
）
…
２
万
枚　

■
封
筒
の
表
示　

広
告
ス
ペ
ー
ス
は
封
筒
の
表
面
及
び
裏
面
の

下
部
40
％
以
内
、
市
章
・
市
の
業
務
内
容
を

表
示　

■
設
置
期
間　

８
月
１
日
○水
〜
来
年

７
月
31
日
○水　

■

設
置
場
所　

本
所

市
民
課
及
び
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉

課
の
窓
口
、
そ
の

他
市
長
が
指
定
す

る
場
所　

■申
鶴
岡

市
広
告
掲
載
要
綱
、

鶴
岡
市
広
告
入
り

窓
口
用
封
筒
の
寄

附
に
関
す
る
取
扱
要
領
を
確
認
の
上
、
３
月

16
日
○金
〜
30
日
○金
に
窓
口
用
封
筒
寄
附
申
込

書
（
関
係
書
類
を
添
付
）
を
本
所
市
民
課
☎

内
線
１
５
８
へ　

■他
市
HP

平
成
29
年
鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内 

火
災
・
救
急
の
概
要

▼
出
火
件
数
、
損
害
額
、
死
者
・
負
傷
者
数　

総
出
火
件
数
は
47
件
で
過
去
５
年
間
の
う
ち

３
番
目
に
多
く
、
住
宅
火
災
は
16
件
で
過
去

５
年
間
の
う
ち
２
番
目
に
多
い
で
す
。
火
災

に
よ
る
損
害
額
は
５
、４
８
０
万
円
で
、
前

年
よ
り
１
、４
６
９
万
円
増
で
す
。
死
者
は

５
人
で
前
年
よ
り
４
人
増
、
負
傷
者
は
５
人

で
前
年
同
で
す
。

▼
出
火
原
因
第
１
位
は
「
た
き
火
」　

出
火

原
因
は
「
た
き
火
」
が
６
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
電
灯
・
電
話
等
の
配
線
」「
放
火
」

が
各
４
件
、「
こ
ん
ろ
」
が
３
件
で
す
。
そ
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「
地
域
の
悩
み
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
」。

銀
行
も
、
大
学
も
、
行
政
も
、
そ
れ
が
使
命

な
の
だ
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
荘
内
銀
行
頭

取
や
東
北
公
益
文
科
大
学
学
長
な
ど
の
要
職

を
務
め
ら
れ
た
町
田
睿
さ
ん
。
約
四
年
前
、

東
京
か
ら
故
郷
・
鶴
岡
へ
U
タ
ー
ン
し
、
三

年
ほ
ど
お
世
話
に
な
っ
た
公
益
大
で
、
ご
指

導
を
受
け
た
。

　

教
員
も
単
に
教
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

学
生
や
地
域
の
方
々
と
地
域
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
共
に
成
長
す
る

の
だ
、
率
直
な
言
葉
は
、
ど
れ
も
す
と
ん
と

心
に
落
ち
る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
若
い
世

代
の
声
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
良
い
意
見
だ

と
思
え
ば
、「
そ
う
、
そ
の
通
り
」
と
熱
く

語
り
か
け
て
く
る
。
市
長
の
仕
事
へ
の
挑
戦

を
決
め
、
お
手
紙
を
送
っ
た
と
き
に
は
、「
一

生
あ
な
た
の
メ
ン
タ
ー
（
教
育
係
）
に
な
り

ま
す
よ
」
と
の
お
電
話
を
頂
い
た
。
突
然
の

訃
報
に
接
し
、
も
っ
と
相
談
し
た
か
っ
た
と

の
思
い
が
募
っ
た
。
頂
い
た
著
書
に
は
、「
我

が
人
生
の
友
へ
」
と
、
記
し
て
あ
っ
た
。
弟

子
の
末
席
に
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
の
か
ど
う
か
、
今
と
な
っ
て
は
確
認
の
仕

様
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
経
済
、
教

育
へ
の
多
大
な
る
ご
貢
献
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

「
地
域
の
悩
み
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
」。

（２）

窓口用封筒・表 窓口用封筒・裏

市の業務内容を
表示

鶴岡市役所

広告スペース

市の業務内容を
表示

広告スペース
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50
円
割
引
と
な
る
早
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
る
制
度
や

保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま

す
。

▼
保
険
料
の
後
納
制
度
は
平
成
30
年
９
月
ま

で　

過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
後
納
制
度
は
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、
年
金

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
で
受
給
で
き
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
が
利
用
で
き
る
の
は
、

平
成
30
年
９
月
末
日
ま
で
で
す
。
既
に
後
納

制
度
を
申
し
込
ん
だ
方
は
納
付
書
記
載
の
使

用
期
限
ま
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

加
入
、
変
更
の
手
続
き
を

▼
会
社
員
と
そ
の
配
偶
者
（
加
入
者
）　

▽

被
用
者
年
金
を
や
め
た
と
き　

■持
本
人
・
配

偶
者
の
退
職
年
月
日
を
証
す
る
書
類
（
離
職

票
等
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑　

▽
配
偶
者
の

扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き　

■持
扶
養
か
ら
外
れ

た
日
を
証
す
る
書
類
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

▼
学
生
、
無
職
の
方
、
自
営
業
者
の
方
等　

▽
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
が
20

歳
に
な
っ
た
と
き　

■申
日
本
年
金
機
構　

▽

転
入
・
転
出
・
転
居
で
住
所
や
氏
名
が
変
わ

っ
た
と
き　

■持
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印

鑑　

▽
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡

一
時
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る

場
合
あ
り
）、
国
外
転
出
や
年
金
受
給
額
を

祉
手
帳
１
級　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
の 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
た
期
間
が
あ
る
と
、
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
、
万
が
一
の
と
き
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
等　

保
険
料

の
一
部
免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の

１
免
除
）
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
一
部

納
付
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ず
、
受
け
取
る
年
金

額
に
も
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
付
猶

予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
将
来
、
受
け
取
る
年
金

額
を
増
や
す
た
め
に
、
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、
10
年
前
の
分
ま

で
遡
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
納
付
対
象
月
の
属
す
る
年

度
の
翌
々
年
度
を
過
ぎ
る
と
、
加
算
金
が
付

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん　

預
金
通
帳
・
預
金
通
帳
届
出
印

鑑
・
国
民
年
金
納
付
書
を
準
備
の
上
、
金
融

機
関
窓
口
や
鶴
岡
年
金
事
務
所
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
で
そ
の
月
の
保
険

料
を
そ
の
月
の
月
末
に
納
付
す
る
と
、
月
額

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

充　

２
割
・
５
割
軽
減
対
象
者　

■
入
院
時

食
事
代　

１
食
４
６
０
円
（
低
所
得
世
帯
を

除
く
）　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

②
人
工
透

析
療
法
を
受
け
る
た
め
交
通
機
関
（
自
家
用

車
を
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る
方

③
本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方　

④
生
活
保

護
等
で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な

い
方　

■
助
成
額　

通
院
交
通
費
と
し
て
実

際
に
か
か
っ
た
額
と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、

低
い
方
の
額　

■申
３
月
30
日
○金
ま
で
申
請
書

・
通
院
報
告
書
と
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を

利
用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線

１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

平
成
30
年
度
分
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
福
祉
給
油
券
の
交
付

　

対
象
者
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
ず
押
印
の
上
、
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

届
か
な
い
・
紛
失
し
た
・
新
た
に
対
象
に
な

っ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方　

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
〜
３
級　

②
療
育
手
帳

Ａ　

③
精
神
障
害
者
保
健
福

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

し
上
げ
ま
す
。

　

二
月
は
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
で
あ
る

黒
川
能
の
王
祇
祭
、
中
田
喜
直
先
生
の
名
曲

『
雪
の
降
る
街
を
』
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
発
想
の

地
と
し
て
三
十
三
回
目
を
迎
え
た
鶴
岡
音
楽

祭
と
大
き
な
行
事
が
続
い
た
。

　

黒
川
能
・
上
座
の
当
屋
・
五
十
嵐
久
内
さ

ん
の
ご
自
宅
を
訪
れ
る
と
、
私
が
幼
い
頃
、

我
が
家
を
訪
問
し
、
お
仕
事
を
さ
れ
た
の
だ

と
言
う
。
一
世
一
代
の
大
役
の
当
屋
頭
人
と

新
し
い
市
長
。
そ
こ
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
、

直
接
私
に
伝
え
た
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
準

備
慌
た
だ
し
い
中
、
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
初
め
て
観
能
し
た
下
座
で
の
大
地

踏
み
。
ま
だ
小
学
校
前
の
男
児
が
、
地
域
の

先
輩
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
堂
々
と
演
じ
切

っ
て
い
た
。

　

喜
直
先
生
の
奥
様
・
中
田
幸
子
先
生
が
指

揮
棒
を
振
る
う
鶴
岡
音
楽
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
、
会
場
全
員
が
一
体
と
な
っ
た
『
雪
の
降

る
街
を
』
の
大
合
唱
。
幅
広
い
年
代
層
の
市

民
が
つ
く
り
、
参
加
し
、
つ
な
い
で
き
た
音

楽
祭
。
私
は
、
こ
れ
こ
そ
が
新
し
い
文
化
会

館
の
実
質
的
な
こ
け
ら
落
と
し
な
の
だ
、
と

思
っ
た
。

　

伝
統
芸
能
、
芸
術
・
文
化
を
守
り
、
伝
え
、

発
展
さ
せ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
活
動

に
は
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
人

材
の
育
成
力
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
地
域
と

つ
な
が
っ
て
地
域
の
悩
み
と
課
題
を
解
決
す

る
、
市
役
所
が
仕
事
を
進
め
る
上
で
忘
れ
て

は
い
け
な
い
視
点
で
あ
る
。
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増
や
す
た
め
に
任
意
加
入
す
る
と
き
〈
☆
〉、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
（
学
生
納
付

特
例
や
免
除
申
請
を
す
る
と
き
）〈
☆
〉　

■持

年
金
手
帳
、
印
鑑　

▼
共
通　

■申
14
日
以
内
に
（〈
☆
〉
は
速
や

か
に
）
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
追
加

の
書
類
が
必
要
な
場
合
あ
り
。
本
人
以
外
の

手
続
き
は
委
任
状
が
必
要

子
育
て
・
教
育

子
供
の
携
帯
電
話
等
に
は 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を
！

　

子
供
に
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
た
せ
る
場
合
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
制
限
す
る
機
能
）
を
設
定
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能

な
携
帯
ゲ
ー
ム
機
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
に

つ
い
て
も
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を
お

勧
め
し
ま
す
。

▼
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
利
用

目
的
・
方
法
・
時
間
・
料
金
等
を
家
族
で
よ

く
話
し
合
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
０
１
９

生
活
・
そ
の
他

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ

り
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
試
験
放
送
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■日
３
月
14
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
↓
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
３
回
↓
「
こ
ち
ら
は
防
災
つ
る

お
か
で
す
」
↓
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所
防
災

安
全
課
☎
内
線
１
６
３

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す 

鶴
岡
地
域
春
の
清
掃
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
側
溝
清
掃

■日
・
■場
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
側
溝
清
掃　

４

月
８
日
○日
…
第
二
・
第
三
学
区　

15
日
○日
…

第
一
・
第
五
学
区　

22
日
○日
…
第
四
・
第
六

学
区　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

３
月
25
日
○日
…

西
郷
地
区　

４
月
８
日
○日
…
斎
・
黄
金
・
京

田
・
栄
・
上
郷
地
区
、
小
波
渡
自
治
会　

15

日
○日
…
大
泉
・
三
瀬
・
湯
野
浜
地
区
、
堅
苔

沢
自
治
会　

22
日
○日
…
湯
田
川
・
田
川
・
由

良
地
区　

５
月
６
日
○日
…
加
茂
地
区　

13
日

○日
…
大
山
地
区　

■
ご
み
等
の
回
収
・
運
搬　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

第
一
〜
第
六
学
区
…
当

日
午
後　

他
の
地
区
…
翌
日
か
ら
２
日
以
内　

▽
側
溝
清
掃　

２
日
以
内　

■申
▽
ク
リ
ー
ン

作
戦
…
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７　

▽

側
溝
清
掃
…
本
所
土
木
課
☎
内
線
４
４
８

ご
み
の
分
け
方
出
し
方
を 

も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

３
月
は
ご
み
の
量
が
増
え
、
違
反
ご
み
が

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

▼
間
違
い
や
す
い
も
の　

▽
缶
・
び
ん　

軽

く
す
す
い
で
固
形
物
が
付
い
て
い
な
け
れ
ば

本
体
は
緑
色
袋
へ
。
ふ
た
は
素
材
ご
と
に
青

か
桃
色
袋
へ
（　

・　

の
表
示
が
な
い
も
の

や
、
お
菓
子
な
ど
の
缶
で　
　
　
　

等
異
な

る
マ
ー
ク
の
も
の
は
青
色
袋
へ
）　

▽
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル　

軽
く
す
す
い
で
本
体
は
黄
色
袋

へ
。
ふ
た
と
ラ
ベ
ル
は
桃
色
袋
へ　

▽
ス
プ

レ
ー
缶　

中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
青
色
袋

へ　

▽
か
さ　

付
属
の
留
め
具
で
は
な
く
、

１
本
ず
つ
別
の
ひ
も
で
縛
る
（
回
収
日
は
青

色
袋
の
日
。
袋
に
入
れ
な
く
て
も
可
）

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
西
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
２

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

羽黒
荒
川
住
宅

平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
１
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

５
月
中
旬
以
降　

■申
３
月
１

日
○木
〜
20
日
○火
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

　

公
共
下
水
道
鶴
岡
地
区
内
の
次
の
対
象
区

域
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
公

共
下
水
道
事
業
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
対
象
区
域
内
の
土
地
を
所
有
す
る
方

に
、
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告
書
を
４

月
に
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
区
域　

茅
原
地
区
、
茅
原
北
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
、
青
龍
寺
地
区
、
湯
田
川

地
区
、
藤
沢
地
区
、
岡
山
地
区
、
加
茂
地
区
、

大
山
地
区
、
友
江
地
区
、
下
川
地
区
の
各
一

部　

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８

６
０
内
線
４
５
３

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の　

予
定
時
期
と
地
区

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
法
律
に
よ
っ
て
使
用
期

限
（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

定
期
的
に
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■日
４
月
〜
12
月　

■場
▽
鶴
岡
地
域
…
文
園
町
、

昭
和
町
、
東
新
斎
町
、
美
原
町
、
末
広
町
、

文
下
、
大
塚
町
、
寿
、
湯
田
川
、
藤
沢
、
岡
山
、

高
田
、
北
京
田
、
福
田
、
豊
田
、
安
丹
、
中

野
京
田
、
平
京
田
、
西
京
田
、
中
京
田
、
関

根
、
東
目
、
坂
野
下
、
西
目
、
三
瀬
、
小
波
渡
、

堅
苔
沢
、
菱
津　

▽
藤
島
地
域
…
上
町
、
古

郡
、
大
川
渡
、
谷
地
興
屋
、
下
中
野
目
、
豊
栄
、

上
新
田
、
温
泉　

▽
羽
黒
地
域
…
玉
川
、
清

水
、
大
口
、
市
野
山
、
増
川
新
田
、
野
荒
町
、

十
文
字
、
今
野
、
東
山
、
亀
井
町
、
池
ノ
仲　

・・・

（（（
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▽
櫛
引
地
域
…
黒
川
上
、
宮
ノ
下
、
黒
川
中
、

宝
谷
、
桃
平　

▽
朝
日
地
域
…
上
名
川
、
下

名
川　

▽
温
海
地
域
…
温
海
、
木
野
俣
、
温

海
川　

■問
上
下
水
道
部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
７
６
０
９　

■他
予
定
地
区
以
外
で
も

取
替
え
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

平
成
30
年
度
水
質
検
査
計
画

を
公
表
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
な
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
水
質
検
査
の
方
針
、
検
査
項
目
・

頻
度
、
採
水
場
所
等
を
定
め
た
同
計
画
を
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
同
計
画
へ
の
ご
意

見
等
が
あ
る
方
は
、
上
下
水
道
部
水
道
課
☎

23
‐
７
７
３
２
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

雪
崩
に
注
意
!!

　

融
雪
期
は
降
雨
や
気
温
上
昇
に
よ
っ
て
、

雪
崩
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
外
出
の

際
は
、
気
象
情
報
等
に
留
意
し
、
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
の

斜
面
の
雪
割
れ
（
ク
ラ
ッ
ク
）
等
の
前
兆
現

象
や
変
化
に
気
付
い
た
と
き
は
、
安
全
な
場

所
へ
避
難
し
、
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１

８
５
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」 　
　

大
切
な「
こ
こ
ろ
」と「
い
の
ち
」の
た
め
に

　

本
市
で
は
平
成
18
年
〜
27
年
の
10
年
間
で

３
７
０
人
の
大
切
な
命
が
自
殺
で
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
殺
の
多
く
は
様
々
な
悩
み
や
問

題
を
一
人
で
抱
え
る
う
ち
に
複
雑
化
し
、
心

理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
態
か
ら
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
は
進
学
や
就
職
、
異
動
な
ど
生
活
環
境

の
変
化
に
よ
っ
て
体
や
心
の
調
子
を
崩
し
や

す
い
時
期
で
す
。
掛
け
替
え
の
な
い
大
切
な

「
こ
こ
ろ
」
と
「
い
の
ち
」
を
守
る
た
め
に

身
近
な
人
が
悩
ん
で
い
た
ら
、
勇
気
を
出
し

て
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
悩
み
事
が

あ
る
方
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
周
囲
の

人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
誰
か
に
相
談
す
る

こ
と
で
解
決
で
き
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。
解

決
が
困
難
な
こ
と
で
も
一
緒
に
考
え
る
人
が

い
る
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
次
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
市
の
相
談
窓
口　

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ

▼
心
の
健
康
・
悩
み
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

▽
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
１
２
０
‐

２
７
９
‐
３
３
８　

▽
山
形
い
の
ち
の
電
話

☎
０
２
３
‐
６
４
５
‐
４
３
４
３
（
午
後
１

時
〜
10
時
）　

▽
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福

祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１　

▽
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
６

４
‐
５
５
６ 

（
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）　

▽
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
７
０
６
０
（
月
曜
〜

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）　

▽
山
形

県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
内
「
心
の
悩

み
電
話
相
談
室
」
☎
22
‐
３
９

９
１
（
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

〜
正
午
）　

▽
心
の
健
康
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談（
山
形
県
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
HP
）

市長と対話してみませんか？
「市長との対話集会」開催希望を募ります

対話と協働

 「市長との対話集会」は市内で活動する団体やグルー
プが、それぞれ抱える課題や問題について市長と直接
対話を行うことで市政と市民の意思疎通を図り、協働
によるまちづくりを推進することを目的としています。

■開催日時
　１回１時間30分程度とし、日時は開催を希望する
団体等と調整し決定します

■対象
　市内で活動している団体やグループ
　※ 営利目的、宗教・思想・政治等の目的の団体はご
遠慮ください。

■開催場所
　原則として、会場の手配・準備等は申込み団体でお
願いします

■内容
　①市長の話（約30分）　②意見交換等

■申込み方法
　 ▽  所定の開催希望票に必要事項を記入し、郵送、フ
ァクス、電子メールまたは直接同課秘書係（〒
997‐8601市内馬場町９‐25、FAX24‐8405、
メールtsuruoka@city.tsuruoka.yamagata.jp）
へ

　 ▽ 開催希望票は本所総務課及び各地域庁舎総務企
画課に設置。市HPからもダウンロードできます。
また希望があれば郵送します

　 ▽申込みは随時受け付けます

■その他
　開催結果は必要に応
じて公表します

■申本所総務課☎内線306
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

櫛引 黒川能 王祇祭

＜春日神社ほか＞

500年余りにわたり鎮守・春日神社の氏子たち
によって受け継がれてきた国指定重要無形民
俗文化財「黒川能」。その最大の祭り「王祇祭」

２.１
  ～2

が２月１日～２日に行われ、能や狂言が夜を徹
して演じられました。また様々な神事が執り行
われ、地区の安泰や豊作が祈願されました。

新鶴岡市総合計画づくりに向けた１回目の市民
ワークショップ。10年後のまちの未来像につ
いて約80人が話し合いました。意見交換に先

１.27
立ち公益大初代学長で白梅学園理事長の小松隆
二氏が、日本一のまちづくりを目指してほしい
と話しました。

鶴岡 「対話と協働」市民ワークショップ　つるおか未来カフェ

＜第三学区コミュニティセンター＞
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朝日 生涯学習セミナー 健康エコぞうりを作ろう会

着物のひもなど古布を材料にした草履づ
くり。こつをつかんだ参加者はすいすい
とカラフルな草履を編み込みました。

１.18

＜朝日南部コミュニティセンター＞

鶴岡 藤沢周平記念館 来館者30万人達成セレモニー

30万人目の諏訪一郎氏に記念品が贈ら
れました。藤沢周平生誕90年特別企画
展は８月28日○火まで開催しています。

１.26

＜藤沢周平記念館＞

櫛引 たらのきだいスキー場ファン感謝デー

日頃の利用に感謝して行われるイベント。
リフトの無料開放や甘酒の振る舞い、ミ
ニゲーム大会等でにぎわいました。

１.20

＜たらのきだいスキー場＞

市外 鶴岡の寒鱈まつり

友好都市の同区で27年続く催し。大勢
の都民や本市出身者が来場し、熱々の寒
ダラ汁や地酒などを存分に味わいました。

１.27

＜東京都江戸川区＞

羽黒 平成冬夜読書会

日本遺産に認定された鶴岡絹産業発展の
地・松ケ岡。芥川賞作家の辻原登氏が歴
史ある同開墾場の魅力を語りました。

２.11

＜松ヶ岡開墾場２番蚕室＞

渡前地区で30回続く催し。町内会対抗
そり引きリレーやたこ上げ競争、旗を目
掛けて走るゲーム等で盛り上がりました。

１.28

＜渡前小＞

藤島 地ふぶき祭り
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催
し

旧
庄
内
藩
主
酒
井
家　
　
　

美
術
資
料
展

■日
３
月
30
日
○金
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

■内
酒
井
家
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
品
展
示　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３
８
０
円

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■問
致
道
博

物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

南
洲
翁
・
臥
牛
翁　

遺
徳
顕
彰
展
示

「
西
郷
ど
ん
と
菅
は
ん
」

■日
３
月
１
日
○木
〜
23
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■内
庄
内
の
発
展

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
２
人
の
ゆ
か
り
の

品
な
ど
を
展
示　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
内
鶴
岡
「
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク
」

推
進
協
議
会
☎
57
‐
４
８
６
８

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
震
災
の
教
訓
を
未
来
へ
引
き
つ
ぐ 

７
年
目
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

■日
３
月
10
日
○土
午
後
１
時
〜
８
時
30
分
、
11

日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■内
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
追
悼
と
防
災
の
集
い

（
11
日
午
後
２
時
40
分
）、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
夕

べ
（
11
日
午
後
６
時
30
分
）　

■問
同
実
行
委

員
会
（
菊
池
）
☎
28
‐
２
８
８
０

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

■日
３
月
10
日
○土
午
後
６
時
・
７
時　

■
出
演  

Ensem
ble daccha

（
佐
藤
こ
ず
え
氏

〈
サ
ク
ソ
ホ
ン
〉、
伊
藤
萌
氏〈
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
〉、
馬
場
千
尋
氏〈
ピ
ア
ノ
〉）　

■費
大
人
…

１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■場
・
■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■他

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

創
造
の
森
交
流
館　
　
　
　
　
　
　

白
い
雪
原
を
ス
キ
ー
で
ハ
イ
キ
ン
グ

■日
３
月
17
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

（
同
館
集
合
）　

■持
昼
食
、
か
ん
じ
き
、
歩
く

ス
キ
ー
用
具
（
貸
出
し
あ
り
〈
■申
３
月
12
日

○月
ま
で
〉）
等　

■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

鶴
岡
市
春
季
囲
碁
大
会

■日
３
月
17
日
○土
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館

■対
Ａ
ク
ラ
ス
…
４
段
以
上　

Ｂ
ク
ラ
ス
…
３

段
以
下　

■問
三
浦
☎
23
‐
４
３
５
１

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て　
　
　
　

つ
る
お
か
森
の
時
間 

特
別
編

■日
３
月
18
日
○日
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
大
蔵
村　

■定
先
着

30
人　

■内
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等　

■費

大
人
…
２
、
０
０
０
円　

大
学
生
…
１
、
５

０
０
円　

高
校
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■申
３
月
９
日
○金
ま
で
本
所
環
境
課
☎
内
線
７

０
８
へ郷

土
資
料
館 

歴
史
講
演
会　
　
　

金
華
山
と
松
島
に
み
る「
知
」の
連
鎖

■日
３
月
18
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■師
原
淳
一

郎
氏
（
米
沢
女
子
短
期
大
学
准
教
授
）　

■場

・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

鶴
岡
高
専
教
職
員
と
地
元
企
業
技
術
者
の
研
究
発
表

鶴
岡
高
専
産
学
合
同
研
究
発
表
会

■日
３
月
22
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■申
同
校
☎
25
‐
９
４
５

３
親
御
さ
ん
に
よ
る
婚
活
支
援
交
流
会 

親
コ
ン

■日
３
月
24
日
○土
午
後
３
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
25
歳
〜
45

歳
の
独
身
の
男
女
（
各
10
人
）
の
親
で
、
次

の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
（
両
親
で
の
参

加
も
可
）　

①
本
人
が
結
婚
を
望
ん
で
い
る　

②
親
が
交
流
会
に
参
加
し
、
本
人
に
代
わ
っ

て
婚
活
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
人
が
同

意
し
て
い
る
（
同
意
書
が
必
要
）　

■内
セ
ミ

ナ
ー
、
情
報
交
換
会　

■申
３
月
16
日
○金
ま
で

本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
７
へ

朝
日
産
十
割
そ
ば
・
春
の
山
菜
天
ぷ
ら
等
を
提
供

春
の
大
梵
字
ま
つ
り

■日
３
月
25
日
○日
〜
４
月
22
日
○日
午
前
11
時
〜

午
後
５
時　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■問
そ

ば
処
「
大
梵
字
」
☎
53
‐
３
４
１
３

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を

奏
で
て
み
よ
う

■日
３
月
25
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

■定

18
組
（
１
組
５
人
ま
で
）　

■内
ス
タ
イ
ン
ウ

ェ
イ
製
ピ
ア
ノ
と
ヤ
マ
ハ
製
ピ
ア
ノ
を
自
由

に
演
奏
（
１
組
30
分
間
）　

■場
・
■申
３
月
20

日
○火
ま
で
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐

４
４
１
１
へ　

■他
HP

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
ス
テ
ー
ジ
貸
切
り
！

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
を
弾
い
て
み
よ
う
！

■日
３
月
27
日
○火
・
28
日
○水　

■時
午
前
10
時
〜

正
午
、　

午
後
１
時
30
分
〜
６
時
50
分　

■定

各
日
先
着
11
組
（
１
組
３
人
ま
で
）　

■内
ス

テ
ー
ジ
を
貸
し
切
っ
て
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
製

ピ
ア
ノ
を
自
由
に
演
奏
（
1
組
40
分
間
。
連

弾
、電
源
を
使
わ
な
い
他
楽
器
と
の
演
奏
可
）

■場
・
■申
３
月
12
日
○月
か
ら
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

☎
24
‐
５
１
８
８
へ

山
形
大
学
学
長 

鶴
岡
高
専
校
長

産
学
連
携
講
演
会

■日
３
月
29
日
○木
午
後
３
時　

■場
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡　

■内「
地
域
が
求
め
る
人
材
と
地

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ  

講
習
会

■日
３
月
17
日
○土
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育
館

■対
小
学
生
以
上
40
人　

■申
３
月
11
日
○日
ま
で

鶴
岡
山
岳
会

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
３
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
〜
腰
痛
の
現

状
と
予
防
〜
」
佐
藤
竜
乃
介
氏
（
理
学
療
法

士
）、「
う
つ
病
っ
て
な
に
？
〜
う
つ
病
の
病

態
と
治
療
方
法
・
治
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い

て
〜
」
石
黒
慎
氏
（
こ
こ
ろ
の
花
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

鶴
岡
み
ら
い
健
康
調
査
セ
ミ
ナ
ー　

「
睡
眠
医
学
最
前
線
」

■日
３
月
18
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
２
５
０
人　

■内

基
調
講
演
…
「
た
か
が
睡
眠
、さ
れ
ど
睡
眠

〜
知
っ
て
お
き
た
い
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
」
福
永
興
壱
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

呼
吸
器
内
科
専
任
講
師
）　

報
告
…
「
鶴
岡

市
民
の
睡
眠
に
つ
い
て
」
川
合
涼
貴
氏
・
加

藤
寿
寿
華
氏
（
慶
大
先
端
生
命
研
）　

地
域

の
取
り
組
み
紹
介
…
温
海
地
域
保
健
推
進
員
、

百
瀬
ち
づ
子
（
市
保
健
師
）、
手
塚
裕
之
氏

（
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
）　

パ

ネ
ル
討
議
…
福
永
興
壱
氏
、
五
十
嵐
一
美
氏

（
温
海
地
域
保
健
推
進
員
会
会
長
）、
百
瀬
ち

域
が
育
て
る
人
材
」
小
山
清
人
氏
（
山
形
大

学
学
長
）、「
地
域
の
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
髙
橋
幸
司
氏
（
鶴
岡
高

専
校
長
）　

■申
３
月
23
日
○金
ま
で
鶴
岡
商
工

会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１
へ

義
経
上
陸
の
地　
　
　
　
　

鼠
ヶ
関
を
歩
こ
う
会

■日
４
月
15
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
４
時
（
マ

リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着
60
人　

■内
念
珠
関
址し

、
神み

こ
し輿
流
し
、

念
珠
の
松
庭
園
等
を
見
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■費
中
学
生
以
上
…
２
、
０
０
０
円　

小
学
生

以
下
…
１
、
２
０
０
円　

■申
４
月
７
日
○土
ま

で
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

仲
間
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン　
　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
か
ふ
ぇ

■日
3
月
14
日
○水
午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

■場

荘
内
病
院　

■内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族

の
情
報
交
換　

■問
庄
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
家
族

会
事
務
局

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
3
月
15
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受

講
免
除
（
別
途
手
続
必
要
）

歌う
〈
往
信
の
宛
名
面
〉

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
放
送
局

「
の
ど
自
慢
」出
場
係

（
住
所
不
要
）

□９□９□０□８□５□７□５
〈
返
信
の
文
面
〉

記入しない

〈
返
信
の
宛
名
面
〉

申
込
者
の
氏
名　

様

申
込
者
の
住
所

□申□込□者□郵□便□番□号
〈
往
信
の
文
面
〉

（申込者の）
①郵便番号　②住所
③氏名（ふりがな）
④年齢　⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（具体的に）
⑧歌う曲目・歌手名
⑨選曲理由
※グループの場合は全
員の氏名（ふりがな）、
年齢、性別、職業を記入。

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表
者

　

の
住
所
と
氏
名
を
記
入
。

出
場
申
込
み

注意事項
・申込みは１人（組）１通
・学生は職業欄に部活動などを明記
・原則、中学生以上のアマチュアの
　方が対象（中学生は予選会・本番
　ともに保護者同伴。応募はがきに
　保護者の氏名・電話番号も明記）
・応募者の中から250組程度を選出
　し、予選会を開催

観
覧
申
込
み

観る
〈
往
信
の
宛
名
面
〉

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

「
の
ど
自
慢
」観
覧
係

鶴
岡
市
馬
場
町
11
‐
61

□９□９□７□０□０□３□５
〈
返
信
の
文
面
〉

記入しない

〈
返
信
の
宛
名
面
〉

申
込
者
の
氏
名　

様

申
込
者
の
住
所

□申□込□者□郵□便□番□号
〈
往
信
の
文
面
〉

（申込者の）
①郵便番号　
②住所
③氏名
④電話番号

注意事項
・入場無料（入場整理券が必要）
・応募多数の場合は抽せんし、当選
　者に入場整理券を送付（１枚で２
　人まで入場可）
・入場整理券は売買禁止。転売目的
　の申込みが判明した場合は抽せん
　対象外。売買が確認された場合は
　入場不可

■問合せ　　ＮＨＫ山形放送局☎023‐625‐9510　／　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

「ＮＨＫのど自慢」
出場者・観覧者大募集

４月８日○日
午後０時15分から

生放送

ゲスト 石原詢子 ゲスト 細川たかし

　荘銀タクト鶴岡（鶴岡市文化会館）の落成を記念して「ＮＨＫのど自慢」
を開催します！出場、観覧を希望する方の応募をお待ちしています。

４月７日○土午前11時45分～午後５時30分（予定）
会場：荘銀タクト鶴岡（観覧自由。満席の場合は入場制限あり）
４月８日○日午前11時45分～午後１時30分（予定。開場は午前
11時）　会場：荘銀タクト鶴岡
出場・観覧とも往復はがきに下記のとおり記入し、３月９日○金
必着で申込み（３月20日○火頃に当落通知を発送）

●予選会
●本　番
●申込み

開館記念事業

（50音順）

※ＮＨＫでは、応募の際にいただいた情報を受信料のお願いに使用させていただくことがあります。
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づ
子
、
手
塚
裕
之
氏　

■申
３
月
16
日
○金
ま
で

慶
大
先
端
生
命
研
☎
29
‐
０
８
０
５
ま
た
は

本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４
へ

鶴
岡
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業 

ド
イ
ツ
の
ボ
ッ
チ
ャ
チ
ー
ム
が
や
っ
て
く
る

■日
3
月
25
日
○日　

■場
藤
島
体
育
館　

■時
・
■内　

午
後
１
時
…
開
会　

１
時
30
分
…
ド
イ
ツ
対

日
本
の
公
開
試
合　

２
時
30
分
…
ボ
ッ
チ
ャ

体
験
会
・
交
流
対
戦
会
（
要
申
込
み
）　

■持

内
履
き　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
太
極
拳
教
室

■日
火
曜
教
室
…
４
月
３
日
か
ら
の
火
曜
日
午

後
１
時
30
分　

金
曜
教
室
…
６
日
か
ら
の
金

曜
日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

等　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
、
入
会
金
３
、

０
０
０
円
、
年
会
費
１
、
０
０
０
円　

■他
各

曜
日
体
験
あ
り

出
羽
庄
内
国
際
村 

楊
式
太
極
拳
講
座
（
全
24
回
）

■日
入
門
コ
ー
ス
…
４
月
４
日
○水
〜
９
月
26
日

○水　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…
４
月
５
日
○木

〜
９
月
27
日
○木　

■時
午
後
７
時　

■師

莉
莉

氏　

■費
２
万
１
、
６
０
０
円　

■場
・
■申
同
館

☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
各
コ
ー
ス
４
人
以
上

で
開
講鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

▼
健
康
早
朝
水
中
運
動
（
全
20
回
）　

■日
４

月
７
日
○土
か
ら　

■時
午
前
６
時　

■場
市
民
プ

ー
ル　

■費
一
括
払
い
…
１
万
２
、
０
０
０
円

月
払
い
…
２
、
２
０
０
円
（
別
途
登
録
料
２
、

０
０
０
円
）

▼
楽
し
い
山
歩
き
教
室　

■日
座
学
（
必
修
）

…
４
月
７
日
○土
・
14
日
○土
午
後
１
時
30
分（
小

真
木
原
総
合
体
育
館
）　

実
践
…
４
月
〜
来

年
３
月
（
全
６
回
）　

■対
登
山
を
基
礎
か
ら

学
び
た
い
方
20
人　

■費
１
万
円
（
別
途
実
践

経
費
等
）　

■申
３
月
23
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
田
川
地
区　
　
　
　
　

シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■日
４
月
15
日
か
ら
約
５
か
月
間
の
日
曜
日
午

前
８
時
〜
午
後
１
時　

■場
赤
川
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド　

■対
男
性
…
鶴
岡
田
川
地
区
に
在
住

で
昭
和
35
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

女
性
…
同
地
区
に
在
住
の
社
会
人
（
年
齢
不

問
。
学
生
を
除
く
）　

■費
１
人
１
、
５
０
０

円　

■申
３
月
18
日
○日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

に
勤
労
者
会
館
へ（
申
込
み
は
チ
ー
ム
単
位
）

■問
同
大
会
事
務
局

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
午
後
７
時　

■場
荘
空

館
空
手
道
場
（
毎
月
第
４
金
曜
日
は
朝
暘
武

道
館
）　

■対
幼
児
〜
大
人　

■費
月
額
３
、
０

０
０
円　

■申
教
室
開
催
時
に
同
会
場

鶴
岡
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

■日
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
公

園
南
多
目
的
広
場　

■費
会
費
…
月
額
１
、
０

０
０
円
（
半
年
分
を
前
納
）　

保
険
料
等
…

中
学
生
１
、
３
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
、

３
５
０
円　

■申
３
月
10
日
○土
午
前
９
時
〜
10

時
に
小
真
木
原
総
合
体
育
館
へ

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会　
　
　

会
員
募
集

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
３
歳
〜
大
人　

■費
月
会

費
３
、
７
８
０
円
（
別
途
年
会
費
２
、
１
６

０
円
）　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他

無
料
体
験
あ
り
。
HP

子
育
て
・
子
供
向
け

つ
ち
だ
よ
し
は
る
原
画
展

■日
３
月
４
日
○日
〜
18
日
○日
の
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
７
時　

■内
こ
ど
も
の
く
に
た
ん
ぽ
ぽ

版
２
月
号
「
ゆ
き
の
あ
さ
」
の
原
画
展
示

■場
・
■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

ま
ん
ま
ル
ー
ム
３
月
の
講
座

「
子
育
て
で
大
切
な
こ
と
」

■日
3
月
16
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
中
央
児

童
館
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
味
覚
の
レ
ッ
ス
ン
〜
在
来
作
物
を
使

っ
た
味
覚
の
レ
ッ
ス
ン
と
お
料
理
〜

■日
３
月
25
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場

に
こ
♥

ふ
る　

■対
小
学
生
20
人
（
親
子
参
加

も
可
）　

■費
５
０
０
円　

■申
３
月
15
日
○木
ま

で
鶴
岡
市
食
育
・
地
産
地
消
推
進
協
議
会
☎

25
‐
２
１
１
１
内
線
５
２
７
へ　

■他
小
学
１

年
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴

朝
日
産
そ
ば
粉
で
そ
ば
を
３
人
前
作
り
ま
す

親
子
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■日
３
月
25
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■定

各
回
先
着
８
組　

■費
１
組
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
３
月
21
日
○水
ま
で
そ
ば
処
「
大
梵
字
」

☎
53
‐
３
４
１
３
へ

南
部
児
童
館
「
ポ
ピ
ン
ズ
」

年
間
登
録
者
募
集

■日
４
月
16
日
か
ら
の
毎
週
月
曜
日
午
前
９
時

45
分　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組

■内
遊
び
、
絵
の
具
、
粘
土
、
工
作
、
食
育
、

館
外
活
動
、
触
れ
合
い
遊
び
、
親
の
学
び
合

い
等　

■費
１
、
１
１
０
円　

■場
・
■申
３
月
１

日
○木
か
ら
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

大
山
児
童
館「
お
ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
」

年
間
登
録
者
募
集

■日
４
月
17
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

■対
１
歳
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組

■内
運
動
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
製
作
、
自
然
活
動
、

食
育
等　

■費
１
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
３
月

４
日
○日
か
ら
同
館
☎
38
‐
０
２
６
０
へ

中
央
児
童
館「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」

年
間
登
録
者
募
集

■日
４
月
19
日
〜
来
年
３
月
14
日
の
毎
週
木
曜

日
午
前
10
時
30
分　

■対
２
・
３
歳
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
食
育
、
製

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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作
、
遠
足
、
季
節
行
事
、
運
動
遊
び
等　

■費

２
、
４
０
０
円　

■場
・
■申
３
月
１
日
○木
か
ら

同
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

西
部
児
童
館

▼
ゆ
め
っ
く
り
フ
レ
ン
ズ
☆
年
間
登
録
者
募

集　

■対
小
学
生
20
人　

■内
月
１
回
程
度
の
小

学
生
行
事
活
動
や
年
数
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等　

■申
３
月
5
日
○月
〜
４
月
15
日
○日　

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
年
間
登
録
者
募
集　

■日

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
30
分　

■対
1
歳
〜
３

歳
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
30
組　

■内
触
れ
合

い
遊
び
、
体
操
、
製
作
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
、

講
習
会
等　

■申
３
月
１
日
○木
〜
15
日
○木

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

施
設
の
催
し

東
田
川
文
化
記
念
館

▼
寺
子
屋　

子
ど
も
の
土
曜
美
作
品
展　

■日

３
月
３
日
○土
〜
18
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分　

■内
子
供
た
ち
の
絵
画
展
示

▼
明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
「
若
い
芽
の
コ

ン
サ
ー
ト
」　

■日
３
月
10
日
○土
午
後
２
時　

■内
庄
内
地
方
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
演

奏
会　

■他
要
整
理
券

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
３
月
８
日
・
15
日
・
29
日
、

り　

■日
３
月
31
日
○土
午
後
２
時　

■定
先
着
20

人　

■費
５
０
０
円　

■申
当
日
午
後
１
時
30
分

に
同
館
へ

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
３
月

25
日
○日
午
前
８
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
月
山
高
原
牧
場
周
辺　

■定
先
着
20
人　

■費

１
、
５
０
０
円　

■申
３
月
22
日
○木
ま
で

▼
早
春
の
里
山
を
歩
こ
う
（
春
探
し
）　

■日

４
月
１
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
（
大
山

公
園
駐
車
場
集
合
）　

■場
同
公
園
周
辺　

■定

先
着
30
人　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

子
供
…

無
料　

■持
昼
食　

■申
３
月
25
日
○日
ま
で

▼
里
山
の
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
①

４
月
８
日
○日　

②
15
日
○日　

■時
①
午
前
９
時

〜
午
後
２
時　

②
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■場
①
旧
加
茂
ト
ン
ネ
ル
〜
油
戸　

②
油

戸
〜
由
良　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費
①
大
人

…
１
、
２
０
０
円　

子
供
…
５
０
０
円　

②

大
人
…
７
０
０
円　

子
供
…
無
料　

■持
昼
食

■申
３
月
25
日
○日
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
気
象
状
況
で
内
容
変
更
ま
た
は
中
止

講
座
・
講
習
会

国
際
理
解
講
座
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン

ル
ワ
ン
ダ
か
ら
日
本
へ
〜
ロ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
〜

■日
３
月
11
日
○日
午
後
７
時　

■内
ル
ワ
ン
ダ
の

話　

■師
イ
ン
ガ
ビ
レ
・
ア
リ
ネ
氏
（
ル
ワ
ン

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「TH

E 
STO

RIES O
F BEA

U
TY

」
〜
音
楽
で

つ
づ
る
癒
や
し
の
時
間
〜　

■日
３
月
14
日
○水

・
16
日
○金
午
後
７
時
、
24
日
○土
午
後
２
時　

■対
小
学
生
以
上　

■内
星
座
に
ま
つ
わ
る
ギ
リ

シ
ャ
神
話
を
音
楽
と
と
も
に
紹
介

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開　

■日
３
月
19

日
○月
・
20
日
○火
・
26
日
○月
・
27
日
○火
…
午
前

11
時
、
午
後
１
時
30
分　

24
日
○土
・
25
日
○日

…
午
前
10
時
・
11
時
30
分　

■内
春
の
星
座
解

説
、『
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ

ん 

星
に
ね
が
い
を
』

▼
共
通　

■定
各
回
先
着
78
人　

■費
３
歳
以
上

…
60
円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
市
民
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
美
術
講
座
受
講

生
作
品
展
「
つ
く
り
手
た
ち
の
展
覧
会
」　

■日
３
月
21
日
○水
〜
31
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

■内
平
成
29
年
度
に
開
催
し
た
12
講
座

の
受
講
生
た
ち
の
作
品
展
示

▼
庄
内
刺
し
子
で
ブ
ロ
ー
チ
作
り　

■日
３
月

21
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
16
人　

■費

７
０
０
円　

■申
３
月
４
日
○日
〜
14
日
○水

▼
春
色
ブ
ー
ケ
づ
く
り　

■日
３
月
24
日
○土
午

後
２
時　

■定
先
着
20
人　

■費
１
、
５
０
０
円

■申
当
日
午
後
１
時
30
分
に
同
館
へ

▼
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
づ
く

４
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
の
木
曜
日

午
後
１
時
30
分

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■日
３
月
15
日
・
22
日
、

４
月
12
日
・
19
日
・
26
日
の
木
曜
日
、
３
月

16
日
・
23
日
、
４
月
13
日
・
20
日
・
27
日
の

金
曜
日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
春
休
み
企
画
「
小
・
中
学
生
と
大
先
輩
の

将
棋
・
囲
碁
交
流
」　

■日
３
月
22
日
〜
30
日

の
月
曜
〜
金
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時　

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
里
地
里
山
学
特
別
講
座
「
庄
内
の
戊
辰
戦

争
と
南
洲
翁
遺
訓
」　

■日
３
月
10
日
○土
午
後

１
時
30
分　

■定
40
人　

■師
菅
秀
二
氏
（
菅
家

13
代
当
主
）　

■持
カ
ッ
プ　

■申
３
月
８
日
○木

ま
で

▼
早
春
散
策
会　

■日
３
月
17
日
○土
・
24
日
○土

午
前
９
時　

■定
各
日
10
人　

■費
２
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
ラ
ム
サ
ー
ル
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
全
５
回
）　

■日
初
回
…
３
月
24
日
○土
午
後
１

時
30
分
（
以
降
11
月
ま
で
開
催
）　

■対
小
学

３
年
生
〜
中
学
２
年
生
８
人　

■内
大
山
上
池

・
下
池
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
学
び
、
次

世
代
へ
ど
う
残
す
か
考
え
る　

■申
３
月
17
日

○土
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
早
春
の
草
花
と
昆
虫 

デ

ジ
カ
メ
散
策
」　

■日
３
月
31
日
○土
午
前
９
時

■定
15
人　

■師
高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）

■費
３
０
０
円　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ　

■申
３

月
22
日
○木
ま
で　
　



18

ダ
共
和
国
出
身
）、
ン
ゼ
イ
マ
ナ
・
ア
ラ
ン

氏
（
同
国
出
身
）　

■費
飲
み
物
代　

■場
・
■申

出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０

ワ
ラ
ビ
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
を
実
習
し
ま
す　

ワ
ラ
ビ
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
研
修
会

■日
３
月
19
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
眺
海
の

森
森
林
学
習
展
示
館
（
酒
田
市
）　

■定
先
着

30
人　

■申
３
月
12
日
○月
ま
で
庄
内
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５
３
７
へ

出
羽
庄
内
国
際
村 　
　
　
　

外
国
語
講
座
（
第
１
期
）

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
▽
入
門
…
４
月
3
日
〜

７
月
24
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
（
全
15

回
）・
１
万
９
、
５
０
０
円　

▽
初
級
…
４

月
13
日
〜
７
月
13
日
の
金
曜
日
午
後
７
時

（
全
13
回
）・
１
万
６
、
９
０
０
円　

▽
韓
国

と
の
出
会
い
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
２
時

▼
英
語　

■日
・
■費
▽
初
心
者
英
会
話
・
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
中
級
英
語
…
各
４
月
12
日
〜
７
月

12
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全
13
回
）・
各

１
万
６
、
９
０
０
円

▼
中
国
語　

■日
・
■費
▽
初
級
…
４
月
５
日
〜

７
月
19
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全
15
回
）・

１
万
９
、
５
０
０
円　

▽
中
級
…
４
月
７
日

〜
７
月
21
日
の
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
（
全

14
回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

▽
子
ど
も

の
た
め
の
中
国
語
講
座
…
４
月
８
日
〜
７
月

22
日
の
日
曜
日
午
後
４
時
（
全
８
回
）・
４
、

０
０
０
円　

▽
朋
友　

好
！
（
☆
）
…
木
曜

日
午
後
７
時
、
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
ド
イ
ツ
語　

■日
・
■費
始
め
よ
う
ド
イ
ツ
語

講
座
…
４
月
３
日
〜
７
月
10
日
の
火
曜
日
午

後
７
時
（
全
11
回
）・
１
万
４
、
３
０
０
円

▼
ス
ペ
イ
ン
語　

■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス
パ

ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
２
時

▼
フ
ラ
ン
ス
語　

■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）
…

日
曜
日
午
後
６
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
☆
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ
ケ
ッ
ト

制
（
５
回
券
２
、
５
０
０
円
、
10
回
券
４
、

５
０
０
円
）。
各
講
座
３
人
以
上
で
開
講

鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会

中
国
語
講
座
（
全
43
回
）

■日
４
月
10
日
○火
〜
来
年
３
月
11
日
○月
（
①
入

門
コ
ー
ス
…
月
曜
日　

②
初
級
コ
ー
ス
…
火

曜
日　

③
中
級
コ
ー
ス
…
水
曜
日
）　

■時
午

後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■定
各
コ
ー
ス
20

人　

■師
孫
志
紅
氏　

■費
２
万
４
、
０
０
０
円

（
初
め
て
の
方
は
２
、
０
０
０
円
引
き
）　

■

テ
キ
ス
ト
代　

①
③
２
、
２
０
０
円　

②
２
、

３
０
０
円
（
税
別
） 　

■申
３
月
16
日
○金
ま
で

本
所
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
内「
同
協
会
」

事
務
局
☎
内
線
５
２
８
へ　

■他
各
コ
ー
ス
５

人
以
上
で
開
講

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

鶴
岡
信
用
金
庫　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
若
手
経
営
者
塾
」塾
生
募
集

■対
同
信
用
金
庫
営
業
地
区
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
が
あ
る
45
歳
以
下
の
方
で
、
次
の
要

件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
30
人　

①
企
業

の
経
営
に
参
画
ま
た
は
参
画
を
予
定
し
て
い

る　

②
創
業
後
５
年
未
満　

③
起
業
を
予
定

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

し
て
い
る　

■費
３
万
５
、
０
０
０
円　

■申
同

信
用
金
庫
地
域
創
生
部
☎
22
‐
２
６
８
０
ま

た
は
各
支
店
へ

栄
養
価
に
優
れ
た「
す
い
お
う
」

を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

「
す
い
お
う
」
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
一
種
で
、

葉
や
茎
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な

ど
の
栄
養
素
を
豊
富
に
含
む
野
菜
で
す
。
家

庭
菜
園
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
で
き
ま
す
。

■
苗
価
格　

１
本
50
円
〜
65
円
（
申
込
み
は

10
本
単
位
）　

■申
3
月
23
日
○金
ま
で
藤
島
庁

舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■他

市
HP
。
苗
の
引
渡
し
は
５
月
中
旬
か
ら

出
羽
庄
内
国
際
村
の
募
集

▼
せ
か
い
の
台
所
年
間
会
員　

■日
入
会
日
〜

来
年
３
月
31
日
○日　

■定
先
着
10
人　

■費
８
、

０
０
０
円　

■申
３
月
４
日
○日
か
ら

▼
ワ
ー
ル
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

会
員　

■日
４
月
〜
７
月
の
月
１
回
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
）　

■対
中
学
生
、
高
校
生
、

高
専
生　

■師
英
語
圏
出
身
者　

■費
１
、
０
０

０
円
（
別
途
材
料
費
等
）　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

■
活
動
期
間　

４
月
１
日
○日
〜
来
年
３
月
31

日
○日　

■対
高
校
生
以
上
で
月
１
回
程
度
活
動

で
き
る
方
10
人　

■内
同
館
主
催
ア
ト
リ
エ
事

業
・
展
覧
会
の
準
備
作
業
、
運
営
支
援　

■費

３
５
０
円　

■申
３
月
４
日
○日
〜
20
日
○火
に
同

館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

入
園
期
間
は
４
月
〜
来
年
３
月
で
す

市
民
農
園
入
園
者
募
集

▼
鶴
岡
地
域　

■
面
積　

１
区
画
約
40
㎡　

■
募
集
区
画　

城
北
町
農
園
…
4
区
画　

八

日
町
農
園
…
3
区
画　

ほ
な
み
農
園
…
４
区

画　

切
添
農
園
…
９
区
画　

味
土
里
農
園
…

２
区
画　

■費
１
区
画
年
額
４
、０
０
０
円（
城

北
町
農
園
の
全
区
画
、
切
添
農
園
の
一
部
区

画
は
別
途
水
道
料
５
０
０
円
）　

■申
本
所
農

政
課
☎
内
線
５
７
８

▼
櫛
引
地
域　

■
面
積　

１
区
画
約
50
㎡

■
募
集
区
画　

下
山
添
農
園
…
５
区
画　

■費

１
区
画
年
額
５
、
０
０
０
円　

■申
櫛
引
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
４

▼
共
通　

■申
３
月
５
日
○月
〜
14
日
○水

丙
申
堂
・
無
量
光
苑
釋
迦
堂

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
活
動
期
間　

４
月
10
日
○火
〜
11
月
30
日
○金

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
活
動
日

や
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）　

■内
受
付
、

ガ
イ
ド
、
庭
園
管
理
作
業　

■申
３
月
10
日
○土

ま
で
丙
申
堂
（
上
野
）
☎
22
‐
０
０
１
５
へ

「
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
受
講
生
募
集

▼
農
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
塾　

■日
４
月
10
日

○火
〜
平
成
32
年
２
月
19
日
○水　

■対
大
学
入
学

資
格
が
あ
る
方
10
人　

■内
農
業
生
産
に
関
わ

る
基
礎
及
び
技
術
の
養
成　

■費
５
万
円
（
分

割
納
付
可
）　

■申
３
月
１
日
○木
〜
15
日
○木

▼
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾　

■日
４
月
26
日
○木
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調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
該
当
地
区　

日
出
一
丁
目
６
・
８
番
〜
10

・
12
・
14
番　

■
調
査
時
期　

準
備
調
査
…

３
月　

本
調
査
…
５
月
か
ら
１
年
間　

■問
山

形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２

１
７
８自

衛
官
等
採
用
試
験　
　
　

幹
部
候
補
生
（
一
般
） 

■日
・
■場
１
次
試
験
…
５
月
12
日
○土
・
13
日
○日

・
鶴
岡
市
内　

２
次
試
験
…
６
月
12
日
○火
〜

15
日
○金
の
指
定
日
・
仙
台
駐
屯
地
（
宮
城
県
）

■申
３
月
１
日
○木
〜
５
月
１
日
○火
に
自
衛
隊
山

形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４

６
６
へ山

形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
3
月
18
日
○日
午
後
３
時　

■場
山
形
テ
ル
サ

（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
10
人
（
１
人

１
枚
）　

■申
３
月
13
日
○火
午
前
９
時
に
社
会

教
育
課
へ　

■問
同
課
☎
57
‐
４
８
６
７

年
度
末
年
次
更
新
の
た
め　
　
　
　

図
書
館
本
館
が
臨
時
休
館
し
ま
す

■日
３
月
31
日
○土　

■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

４
月
か
ら
黒
川
能
の
里
王
祇
会

館
の
休
館
日
が
変
わ
り
ま
す

■日
水
曜
日
（
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
）　

■問
同
館
☎
57
‐
５
３
１
０
ま
た
は
櫛

引
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
57
‐
２
１
１
１
へ

整
理
等　

■問
加
藤
司
法
書
士
合
同
事
務
所
☎

23
‐
２
６
７
４

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
３
月
17
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方　

■場
・
■申
３
月
16
日
○金
ま
で
東
北
労

働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

経
営
相
談
会

■日
３
月
20
日
○火
午
後
２
時　

■内
補
助
金
活
用
、

事
業
継
承
等
の
相
談　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
３
月
30
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
３
月
29
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

〜
来
年
２
月
１
日
○金　

■対
大
学
入
学
資
格
が

あ
る
方
40
人　

■内
基
礎
、
経
営
、
加
工
、
販

売
、
農
業
技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
計
画
書
作
成
等

■費
３
万
円
（
分
割
納
付
可
）　

■申
３
月
１
日

○木
〜
４
月
４
日
○水　

■他
修
了
者
に
大
学
履
修

証
明
と
食
の
６
次
産
業
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

修
了
証
を
授
与

▼
共
通　

■場
山
大
農
学
部
等　

■申
同
学
部
内

「
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５

あ
な
た
の
写
真
を
募
集
し
ま
す　
　

鶴
岡
市
民
写
真
展

▼
作
品
募
集　

■
応
募
部
門
・
テ
ー
マ　

一

般
部
門
…
身
近
な
風
景
な
ど
６
テ
ー
マ　

学

生
部
門
…
自
由　

■
応
募
資
格　

市
内
在
住

の
小
学
生
以
上
の
方　

■
応
募
作
品
・
点
数

応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
未
発
表
作
品
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
〜
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
の
プ
リ
ン
ト

単
写
真
。
裏
面
に
応
募
票
添
付
）
１
人
５
点

ま
で　

■
応
募
方
法　

３
月
14
日
○水
〜
21
日

○水
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
へ
（
市
内
一
部
写
真
店
で
も
受
け

付
け
ま
す
）

▼
入
賞
作
品
展　

■日
４
月
5
日
○木
〜
15
日
○日

午
前
10
時
〜
午
後
６
時　

■場
同
館

▼
共
通　

■問
同
実
行
委
員
会
事
務
局

天
神
祭
パ
レ
ー
ド
に　
　
　

参
加
し
よ
う
！

　

５
月
25
日
○金
の
天
神
祭
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
に
ぎ
わ
い
天
神
パ
レ
ー

ド
の
中
の
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド
」
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
仮
装
や
踊
り
等
を
披
露

し
な
が
ら
行
進
し
ま
す
。

■対
10
人
以
上
の
団
体　

■申
４
月
13
日
○金
ま
で

本
所
観
光
物
産
課
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
内
線
５
６
９
へ

司
法
書
士
会
鶴
岡
支
部　
　

無
料
法
律
相
談
会

■日
３
月
９
日
○金
午
後
６
時
〜
８
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■内
相
続
登
記
、
成
年
後
見
、
債
務

平成29年度企画展
「雛（ひな）人形展」

■日３月１日○木～４月３日○火午前９時～午後
９時（３月６日○火は午後３時から）　■場余
目第四公民館　■問和合の里を創る会事務局
☎0234‐44‐2162

●庄内町

●遊佐町
■日４月15日○日午前９時～午後０時30分（蕨
岡まちづくりセンター集合）　■定先着200
人　■内「蕨岡修験の道を歩く」「W坂の桜と
上寺探訪」から選択　■申３月１日○木～４月
５日○木に同センター☎0234‐72‐2231へ

「未来に伝える山形の宝」
蕨岡修験道ウォーク

アトク先生の館
「アトクのおひなさま」

■日３月１日○木～31日○土午前10時～午後４
時（月曜日休館）　■場・■問同館☎66‐5040

●三川町

2018酒田雛街道
‐春色の酒田雛街道‐●酒田市

■日４月３日○火まで　■場本間美術館、本間家
旧本邸と別館「お店

たな

」、山王くらぶ、山居
倉庫酒田夢の倶楽（華の館）、旧鐙屋、舞
娘茶屋・雛蔵畫廊相馬樓、酒田市立資料館、
旧阿部家、松山文化伝承館、清亀園、酒田
あいおい工藤美術館、さかた中通り商店街
アーケード、マリーン５清水屋、傘福紅房
■問酒田観光物産協会☎0234‐24‐2233
または酒田市観光振興課☎0234‐26‐57
59へ　■他展示期間や入場料は会場ごとに
異なります
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仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

子供たちに住ませたいマチを創る
自然体験温海コーディネット（温海）

　平成26年に設立したＮＰＯ法人自然体験温海コー
ディネット。温海地域の森や海の豊かな自然、地域に
根ざした食文化、脈々と受け継がれる古典芸能、天然
素材を使った伝統工芸など温海ならではの魅力を題材
にした体験メニューを作り、地元の人が先生となって
提供しています。今回は、観光コーディネーターで事
務局の冨樫繁朋さんにお話を聞きました。

　温海地域の人口は50年で６割減少し、観光客数
も20年で半減するなど、地域力が弱まり、そこか
ら抜け出せない状況に陥っていました。この課題を
解決しようと「先人がつくり上げてきた自然、文化、
社会を次世代へ守り発展させる」を理念に、地域素
材の発掘、磨き上げ、売り込みを行ってきました。
　山五十川歌舞伎くま取り体験など、これまでに
地域の方々と一緒に作り上げたメニューは20種類。
体験者数も順調に伸び、今年度は昨年12月末で前
年度の３倍となる約2,200人に達しました。
　最近は、あつみ温泉の宿泊者にもメニューを提供
していますが、観光客の滞在時間が長くなり、消費

機会の増加につながっていると感じています。また、
メニュー化したことで温海の特長を伝えやすくなり
ました。隠れていた魅力が多方面に拡散し、注目を
浴びるようになって、地域にも良い影響を与えてい
ると思います。今は「高齢者のナリワイ（仕事）と
生きがい作り」をテーマに民泊受入れの体制整備に
挑戦。温海地域の約４割を占める高齢者の「躍動の
場」に結び付くと期待しています。
　私たちは「自分たちが住みたいマチ、子どもたち
に住ませたいマチを創りたい」と考えています。そ
のために、今後も解決困難な地域課題に挑んでいき
たいです。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　3/4 ～ 4/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
3 .８○木  ９：30 ～ 11：30 にこ♥ふる
 〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ鶴岡 農業振興センター
９○金 ９：30 ～ 11：30 櫛引公民館
 〃 13：30 ～ 15：30 鶴岡協立病院
 10○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃
16○金 ９：30 ～ 11：30 鶴岡市上下水道部

今月の各種相談窓口開設日　3/4 ～ 4/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 20日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ７日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線309 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 22日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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　日本を代表するアーティストが荘銀タクト鶴岡で公演！本市初開催の
この機会に、ぜひ足を運んでみてください。広
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編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（平成30年１月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：128,442人
　　 （男：61,372人、女：67,070人）
　世帯数：48,704世帯
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

５月20日（日）
開演：午後５時30分　

会場：荘銀タクト鶴岡 大ホール

松山千春コンサート・ツアー2018

開館記念事業

曲目：三浦文彰
　　　バッハ／無伴奏ヴァイオリン・パルティータ 
　　　　　　　第３番 ホ長調 BWV1006
　　　 辻井伸行
　　　ベートーヴェン ／ピアノ・ソナタ第14番
　　　　　　　　　　    嬰ハ短調 作品27-2《月光》
　　　三浦文彰×辻井伸行
　　　フランク／ヴァイオリン・ソナタ イ長調
　　　※曲目・曲順等は変更の可能性あり。

■チケット料金（全席指定・税込）
　Ｓ席（１階席）8,000円・Ａ席（２階席）6,500円
　※ 未就学児は入場不可。
■チケット販売方法
≪市民先行≫
　●販売開始日時　３月10日（土）午前10時
　●販売方法　 荘銀タクト鶴岡で先着順
　●購入可能枚数　１人２枚まで購入可能
　※ 鶴岡市民であることを確認できるものをご提
示ください。

≪一般販売≫
　●販売開始日時　４月６日（金）午前10時
　● プレイガイド　荘銀タクト鶴岡、みずほ八文
字屋、ローソンチケット、チケットぴあ、セ
ブンチケット

【特別協賛】　セキスイハイム
【 辻井伸行オフィシャル・エアライン】
全日本空輸株式会社
【主催】　さくらんぼテレビ
【共催】　荘銀タクト鶴岡、鶴岡市教育委員会
問合せ　さくらんぼテレビ☎0120‐150‐616
　　　　（平日午前10時～午後６時）　

■チケット受付方法
≪市民優先予約エントリー≫
　●受付期間　３月11日（日）まで
　●受付方法　ギルドネクストホームページで受付
　　　　　　　 http://www.guild-next.jp/
　当選者はエントリーした方の中から抽せんで決定
　※市内に住所がある方が優先。
　※プレイガイド販売はしません。

【主催】　Music Guild、さくらんぼテレビ
　　　　荘銀タクト鶴岡、鶴岡市教育委員会

問合せ　ギルドネクスト☎022‐222‐2033
　　　　（平日午前11時～午後５時）

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

「弾き語り」

7月22日（日）
開演：午後2時　
会場：荘銀タクト鶴岡 大ホール

■チケット料金（全席指定・税込）
　8,100円

○C Yuji Hori

※３月18日（日）はNHK交響楽団 こけら落とし公演が開催されるため、チケットをお持ちでない方は館内に入場できません。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


